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どう違うー土砂災害

• 落石と斜面崩落：移動量が違う

• 斜面崩壊と地滑り：移動速度が違う

• 土石流と（火山）泥流：水が関与するが岩が多いか
泥が多いかの違い。後者は火山で起きやい。

• 山体崩壊と岩屑なだれ：水が関与しない。ガスが関
与することあり。火山や地震が関係する。
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高知県土佐山田町
繁藤の斜面崩壊（山崩れ）
高さ80m、長さ150m



崩壊源

砂防ダム

溜池

土石流流下
堆積域

泥水冠水域

熊本県水俣市集地区
の土石流災害

土石流は傾斜が緩くなると泥流に変化する
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日立市の主な土砂災害記録

• 1911年 明治44年 集中豪雨により本山の入四間側に
あった廃石堆積場が決壊し、入四間宿間近まで迫る。人
的被害なし。

• 1929年 昭和４年５月23日 豪雨により桐木田橋たもと
の人家流出 神峰山総雨量238mm

• 1935年 昭和10年９月25日 台風豪雨により本山石灰山
社宅での土砂崩れで31人死亡 神峰山総雨量197mm 最大
時間雨量22mm

• 1944年 昭和19年10月７日 午後８時 台風による長雨
と豪雨により本山不動滝社宅での土砂崩れで死者20名

• 1947年 昭和22年９月16日 キャスリン台風による宮田
川中流、本山通り社宅（通称牛小屋）の土砂崩れと楓橋
での土石流災害 死者28名 総雨量269mm、流出家屋23戸、
倒壊家屋147戸
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日立市で備えるべき自然災害

1.海溝型巨大地震：東日本大震災と同規模の被害、特に海岸部。

2.活断層型直下地震：阪神淡路大震災に匹敵する地震動、特に
市北部と海岸部。

3.集中豪雨：時間当り雨量100mlが１時間継続、特に多賀山地山
麓に並ぶ団地内。山や沢の手入れが悪く、荒れている。雨水溝
も小さく排水機能不足。

4.長雨：多賀山地の山岳部の土砂災害、特に市北部の山間部。
マサ土が多く、雨に弱い地盤。

5.洪水：久慈川や茂宮川の氾濫は降雨量により予測が可能。中
小河川の氾濫は予測が困難で、同時多発的。団地の排水機能の
不足と施設の老朽化が課題。
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小木津山自然公園災害地図
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東連津川流域災害地図
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県道60号十王里美線・沢
平線の土砂災害
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安息角について

安息角とは、砂を落として
いった時に、自然に安定す
る角度のことをいいます。

安息角は粒子が大きいほど高
角度になり、約30˚〜38˚。

安息角

45˚では崩れる

45˚まで盛っても砂は
安定する角度に戻ろう
として崩れる

安息角30˚で安定してい
た砂の上からさらに同
じ砂を落とす。

すると一時的に
高角度になる。
オレンジ部分

安息角を超えた砂は、安息角
に落ち着くために、30˚になる
まで崩れる。

19



20

川の堤防の場合

パイピング（水みち）の発生

漏水からパイ
ピング（水み
ち）が発生

JXの場合ここにカラミ
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パイピング
（水みち）
が発生

ここにカラミが堆積

JX金属のカラミ斜面の場合

カラミは極粗粒な砂の堆積と同じで、保水性が全くなく、雨水は
下方に急速に浸透する。基盤岩の上を流れてきた雨水は、基盤岩
とカラミ堆積物の境界にそって、下方に流れる。沢の延長部では
カラミ下底を大量の雨水が流れ、パイピングが発生する。カラミ
は下側から流出し、上方へ崩落が拡大する。

基盤岩

宮田川
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土砂災害に備えて
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